
卒業認定・学位授与の方針 
本学科では、獣医保健看護学におけるリテラシーとコンピテンシーを兼ね備えた、次のような人材の養

成を目標とする。 
① 愛玩動物看護師としての基礎及び専門分野の学問内容についての知識を有し、獣医療の補助、動物の
看護、動物愛護及び適正飼養に対応できる専門家としての技術と実践力を持つ。 
② 動物看護領域における動向や最先端科学から得られるエビデンスに基づく情報を読み解き、課題発
見・課題解決にあたることができる科学リテラシーを備える。 
③ 飼い主や獣医師など周囲との密なコミュニケーションを介した獣医療の充実化に寄与するコンピテ
ンシーを備える。 
④ ヒトと動物の共生の在り方や倫理観、道徳観を養い、その高い視座から獣医療の進歩や生命科学に関
する社会のニーズに持続的に対応しうる柔軟さと学習意欲を持ち、ヒトと動物の共生社会の発展に貢献
する能力を持つ。 
 

教育課程編成・実施の方針 
獣医学及び動物科学の基礎並びに専門教育を効率よく学修でき、またその中でリテラシーとコンピテ

ンシーを兼ね備えられるように、ICT を活用し、基礎動物学、基礎動物看護学、臨床動物看護学及び愛
護・適正飼養学の４つのカテゴリーに分けて教育を展開する。 
① 1 年次では、化学、生物、英語などの科目配当で基礎学力を身に付けながら、キャリアデザイン基礎
スタディ・スキルズなどを通じ、リテラシー能力の基盤を構築する。また、専門教育科目の基礎となる動
物の形態や機能、行動様式についての学びを開始するほか、愛玩動物看護師として重要な生命倫理・動物
福祉や職業倫理の概念を学び、動物看護学への修学意欲を高める。 
② 2年次では、1年次の学修内容をもとに、動物の栄養や適正飼養、感染症について理解を深め、内科・
外科診療の補助に必要な知識修得など臨床動物看護学に関する学びを開始する。 また、教養科目の社会
学等に加え、データサイエンス教育により、ヒトと動物の生命と福祉及び共生にかかわる情報の適切な理
解と伝達能力及びリテラシーを養う。 
③ 3年次では、2 年次までの学修内容を発展させ、内科・外科診療の補助のための技術を習得し、動物の
個々の状態に合わせた看護の計画や提供について学ぶことで、愛玩動物看護師としての専門性を高める。
また、チーム医療を実践する上で重要な動物医療コミュニケーションを学びコンピテンシーを養う。 
④ 4 年次では、愛玩動物看護師として社会に巣立つために、動物病院における実践的な動物看護実習に
参加するとともに、国家試験対策科目を通して国家資格取得を目指す。また、課題研究又は卒業論文等に
取り組み、ヒトと動物の共生という高い視座を持ったリテラシーとコンピテンシーを向上させる。 
 

入学者受入れの方針 
本学科の教育は、愛玩動物看護師として高い倫理観を有し、獣医保健看護学におけるリテラシーとコン

ピテンシーを兼ね備えることでヒトと動物の共生社会に貢献できる人材を養成することを目的にしてい
るため、次のような人物を求める。 
① 人や動物、自然が好きな人 
② 動物看護学の基礎となる獣医学と動物科学に強い関心を持ち、愛玩動物看護師となることについて明
確な目的意識を持つ人 
③ 愛玩動物看護師になるための情熱及び他者への思いやりと奉仕の心、高い倫理観を持つ人 


